
★先生方へ～解答欄の ～ は、問題結果登録の設問番号に対応しています。

１ １２－４ １６－９
２

３
（１） （２）

４

５
（１）

しき こたえ

（２）
しき

こたえ

６

１

１ 11

12
２ ３

４ ５

○え ○う

○イ の ほうが ４ はいぶん おおく はいる。
コップ

14－５

しろい花 が ９本 おおい。

９

10

11

15－５＋７

６

17まい
７ ８

なかみを うつした コップの かずで くらべます。

６

【ず】 ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
５まい つかった ７まい もらった

いま もっている おりがみ 17まい

【ず】 あおい 花 ●●●●● ９本 おおい。
はな ほん

しろい 花 ●●●●●●●●●●●●●●
はな

ずに なにも かいていなくても、しき、

こたえが あっていれば せいかいです。

は な ほ ん

平成30年度 ほっかいどうチャレンジテスト 学年末問題（第６回）
がくねんまつもんだい だい かい

〔算数〕小１ 組 番 名前
さんすう しょう くみ ばん な まえ 答え(児童用)

こた じ どうよう

２ずつふえます。

（れい） いけに あひるが ４わ います。

あとから ３わ きました。
あひるは ぜんぶで なんわに なりましたか。

ずに なにも かいていなくても、しき、

こたえが あっていれば せいかいです。

れいの 「あひるの かず」の ほかに、「じどうしゃの かず」や「せの たかい 木と
き

せの ひくい 木の かず」、「花の かず」でも もんだいを つくることが できます。
き はな



★先生方へ～解答欄の ～ は、問題結果登録の設問番号に対応しています。

１

２ ア イ

３

（１） （ １ｍｍ ５ｍｍ ５ｃｍ ）

（２） （ １８ｃｍ ８８ｃｍ １ｍ８０ｃｍ ）

（３） （ ６ｃｍ ７ｍ １７０ｍ ）

４
しき 答え

５
（れい）

６
家を出る時こく
いえ じ

午前９時15分 ９時30分 ９時50分 10時

（家を出る） （バスてい） （どうぶつ園） （しゅうごう時こく）

１

１

２ ３

４

午前９時１５分まで

５

６

７

３８－２９ ９まい
８

百円玉を２まい、五十円玉を１まい、十円玉を２まい、

五円玉を１まい

９

10 百円玉を２まい、十円玉を６まい、五円玉を３まい

（もっていたおりがみの数）－（のこりのおりがみの数）＝（あげたおりがみの数）

になります。

11

このほか、「百円玉を１まい、五十円玉を２まい、十円玉を６まい、五円玉を３まい」、「百

円玉を２まい、五十円玉を１まい、十円玉を１まい、五円玉を３まい」などもせいかいです。

学年末問題（第６回）
まつもんだい だい かい

〔算数〕小２ 組 番 名前
さんすう くみ ばん まえ 答え(児童 用 )

こた じどうよう

じゅんばんに図をかくと、家を出る時こくがわかります。

１０－７
１０－７＝３ でも

せいかいです。

11

（れい）
直線（ちょくせん）でか

こまれていないから。

（れい）
１つの辺（へん）が直線

（ちょくせん）でないから。

３本の直線（ちょくせん）

でかこまれた形を三角形とい

います。

かこまれていないことをかいて
いれば、せいかいです。

辺（へん）がまがっていることを
かいていれば、せいかいです。



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」学年末問題（第６回）
小学校第３学年

算数 解答用紙（児童用）
かい じ ど う

１
(１ ) ５ (２ )

(３ ) ８

２
(１ ) ｇ (２ ) ｋｇ (３ ) ｔ

３
(１ ) ｍ (２ ) Ｌ

４ 重い方

(１ ) ウ→イ→ア→エ (２ ) エ

５ （れい）

６
(１ ) １６０ｇ

求め方

(2)

答え

９０ｇ

２

５

４

６

３
７

１をもとにして考えると、７は１が７こ分、２は１が２こ分なので、

７－２＝５となり、１が５こ分で、 答えは５となります。

９ ９ ９ ９ ９

９ ９

８分の１の８こ分は、８分の８で

１と同じ大きさです。

２ｋｇ３００ｇは２ｋｇよりも３００ｇ重く、１７５０ｇは

２ｋｇよりも２５０ｇ軽いので、２ｋｇにいちばん近い重さは

１７５０ｇになります。

ジュース８本の重さは、全体の重さ（ジュース

８本と箱の重さ）から箱の重さを引くことで求め

られます。

(れい)

ジュース８本と箱の重さは８８０ｇで、箱の重さは１６０ｇだから、
はこ おも はこ おも

８８０－１６０＝７２０で、ジュース８本の重さは７２０ｇになります。
おも

ジュース１本分の重さは７２０÷８＝９０で、９０ｇになります。
おも



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」学年末問題（第６回）
小学校第４学年

算数 解答（児童用）
かい じ

1
(1) ４．９５ (2) ０．９１５

(3) ７

２
(1) ＜ (2) ＜

３
(１ ) ０．５４ (2) ５８

(3) ０．８３６

４

５
２５０°

６
あ 、 か い 、 え

７
４

８

（例）
７.５９－０.８を計算して、６.７９になるかどうかを確

かめます。

小数のたし算、ひき算の筆算は、
位をそろえて書きましょう。

向かい合う１組の辺が平行な四角形を台形といいます。

台形 平行四辺形

平行四辺形は向かい合った２組の辺
がそれぞれ平行で長さが等しいという
せいしつを使って考えましょう。

１００倍すると、小数点が右に

２けた分ずれます。

０.５と、０.０４をたした数です。

１８０°と、あと何度あるか調べたり、３６０°
より何度小さいか調べたりして、角の大きさを考え
ましょう。



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」学年末問題（第６回）

小学校第５学年

算数 解答（児童用）
かい

１

(1) ０.３５ (2) １
１１ ２９

１８ １８

２

(1) ８０㎡ (2) １２６０円

３

３

４ 偶数 素数

(1) ６０ (2) １４、３０ ５、１９

(3) ６ｃｍ

５

(1) １、３ (2) １、４

６

２

（もとにする量）＝（比べられる量）÷（割合）なので、
３２÷０.４＝８０となります。

次の２通りの考え方があります。
①１０％引きとは、ねだんの９０％なの
で、１４００円の９０％のねだんを求
めます。

（式）１４００×０.９=１２６０
②１４００円の１０％のねだんを計算し、
１４００円から引いて求めます。

（式）１４００×０.１＝１４０
１４００－１４０＝１２６０

まず、４の倍数と５の倍数について考えます。
４の倍数は、４、８、１２、１６、２０･･･
５の倍数は、５、１０、１５、２０･･･

なので、４と５の最小公倍数は、２０になります。
次に６の倍数について考えます。
６の倍数は、６、１２、１８、２４、３０、３６、４２、４８、５４、６０・・・
２０（４と５の最小公倍数）の倍数は、２０、４０、６０・・・

なので、４と５と６の最小公倍数は、６０になります。

１は、台形を三角形２つに分
けて、４は、台形の面積の公式
を使って考えています。

底辺の長さと高さが同じとき、三角形の面積は平行四辺形の面積の半分になります。

紙の余りが出ないようにするためには、１２ｃｍと１８ｃｍを余りが出ないように割り切る
最大の長さを求めます。

１２と１８の最大公約数は６なので、できるだけ大きな正方形の１辺は６ｃｍになります。

２でわり切れる整数を偶数、１とその数の
ほかに約数がない整数を素数といいます。



７

２６０㎝ ３

８ （例）

五角形は、１つの頂点から２本の対角線をかくと、３つの

三角形に分けられます。

三角形の角の大きさの和は１８０°なので、五角形の角

の大きさの和は、１８０×３で求めることができます。

９

４個

10
７ｍ２０cmをこえた部分の平均を求めます。

(３２＋１１＋３４＋０＋２３)÷５＝２０

もとにした７ｍ２０cmに、求めた平均の２０cmをたします。

車が進んだきょりの平均は、７ｍ４０cmです。

11 （例）

(1) 放課後にだぼくをした人数

(2) １

次の３通りの考え方があります。
① 横に補助線を引き、上下に立体を分けて

考えると、
４×１１×５＋４×（１１－６）×２
＝２６０

② 縦に補助線を引き、左右に立体を分けて
考えると、
４×６×５＋４×（１１－６）×（２＋５）
＝２６０

③ 欠けている部分を全体から引くと、
４×１１×（２＋５）－４×６×２＝２６０

「対角線」という用語を使い、「１つの頂点から
対角線をかくと、３つの三角形に分けられること」
と「三角形の角の大きさの和は１８０°であるこ
と」を使って、考え方が書いてあれば正解です。

① ② ③

①
②

③ ① ② ③

対角線で３つの三角形に分けます。

１つの三角形の角の大き
さの和は180°なので、
求める式は 180×３ に
なります。

ア

イ

ウ

エ

カオ

ク

キ

イ

ケ ウ カ

ア
エ

オ

ク

ケ

キ

（ア＋イ＋ウ＝180°）（エ＋オ＋カ＝180°）（キ＋ク＋ケ＝180°）

個数が０個の日も日数に入れるので５で割ります。
（６＋３＋２＋０＋９）÷５＝４

「７ｍ20cmとの差の部分の平均を求める式や言葉」
と「もとにした７ｍ20cmに求めた平均の20cmをたすこ
とを表す数や言葉」が書いてあれば正解です。

７ｍ20cmをこえた部分は次のとおりです。
１回目 ７ｍ52cm－７ｍ20cm＝32cm
２回目 ７ｍ31cm－７ｍ20cm＝11cm
３回目 ７ｍ54cm－７ｍ20cm＝34cm
４回目 ７ｍ20cm－７ｍ20cm＝０cm
５回目 ７ｍ43cm－７ｍ20cm＝23cm



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」学年末問題（第６回）
小学校第６学年

算数 解答（児童用）

１
(1) １５ｇ

(２ ) ０.４ エ ６０ ア □ イ

２
す ２０mL 油 ３０mL

３
(1) ２

(2) ㋐ ５６ ㋑ ８ ㋒ ８

４ まさとさんの考え

道のりを求める式は、（道のり）＝（速さ）×（時間）です。
秒速で考えると、５分間は、（６０×５）秒間なので、式は
８×（６０×５）になります。

みわさんの考え

道のりを求める式は、（道のり）＝（速さ）×（時間）です。
分速で考えると、秒速８kmは、分速（８×６０）kmなので、式
は（８×６０）×５になります。

５
１０通り

６
(1) ２４㎝ ２ (2) １６８㎝ ３

（ア、イ、ウのすべてできて正解）

すと油の量は、両方できて正解です。

ア、イ、ウは、すべてできて正解です。

（体積）＝（底面積）×（高さ）直角三角形の面が底面です。

秒速８ｋｍを分速（８×６０）ｋｍに直して計算していることが書いてあれば正解です。

５分間を（６０×５）秒間に直して計算していることが書いてあれば正解です。

（すと油の両方できて正解）

（０.４、６０、□のすべてできて正解）

６０÷０.４の式で計算することができますが、
針金の長さを半分にしたとき、重さも半分になる
ことから、０.１ｍの重さは、６０ｇの針金の
の重さです。

１
―
４

０.４、６０、□のすべてできて正解です。



７
３

８
(1) ３ (2) ア

９
２

10
(1) ２ (2) １

11
(1) ２０人

(２ )

割合は、「比べられる量」÷「全体の量」で求めることが
できるので、
８０÷２００ ＝０.４
０.４×１００＝４０ と計算します。

２００㎝以上２５０㎝未満の人数は全体の３０％で､
全体の３０％が６人だから､全体を□人とすると、
□×０.３＝６
□＝６÷０.３
＝２０

６年１組の走りはばとびの記録

円周率は、円周に対する直径の割合なので、「円周の長さ」÷「直径の長さ」
で求めることができます。

面積が同じ場合、人数が多い方がこんでいるといえます。

人数も面積も違うとき、１㎡あたりの人数や１人あたりの面積を求めて比べます。この式では、１㎡あ
たりの人数を求めているので、人数が多い方がこんでいるといえます。


